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６月下旬、昼間の強風も夕方にはうそのように

ピタリと止まり、絶好の天候の中、米倉地区で加

治川ネットが講師を務める「ホタルの夕べ」が開

催されました。

今年は小さい子が多く、一方的に説明するだけ

ではつまらないかなと思い、クイズ形式でスタート

することにしました。

午前中に五十公野でゲンジボタルのメスを掴ま

えることができたので、このホタルを中心に問題

を作りました。

「ホタルのメスは光らない」○か ×か。

会場の皆さんの答えはほとんどが○でした。実

は私もつい最近までそう思っていました。なんでこ

のような間違った通説が当たり前になってしまっ

たのでしょうか？ちょっと不思議です。ちなみに発

光体の数が少ないのがメスです。みんなすぐに覚

えました。

説明も終わって、いよいよホタルが飛ぶ現場へ。

ホタルの魅力は光もさることながら、「人を怖が

らない」ことにもあるではないでしょうか。新潟から

来た子供たちが懸命にホタルを掴まえて、あっと

いう間に空き瓶がホタルでいっぱいになりました。

私もホタルを掴まえた子供時代を思い出しまし

た。掴まえたホタルを蚊よけのカヤの中に離して、

ほのかな光を楽しんだことを。

「ホタルには苦い成分があり、他の生き物が食

べても美味しくない。」それが、ホタルが人を怖が

会費納入はお早めに！

加治川ネットの今年度の活動も半分以上が

終わりました。会費の納め忘れはありません

か。皆さんの会費は会の活動の大切な財源

です。未納の方は早めの納入をお願いします。

７月５日（土）、紫雲寺地区公民館が主催する紫雲寺地

区環境学習会が行われ、紫雲寺地区の小学生や

その保護者など約４０名が参加し、当会も指導者と

して協力しました。

心配されていた天候も当日は晴天に恵まれ、参

加した子ども達は派川加治川の親水水路で水質

調査や生き物調査などを行いました。

参加者の方々の中には、派川加治川の親水水

路を知らなかった人もいました。今回の活動をきっ

かけに、親子で地域の水辺に出かけるなど、子ど

も達が自然とふれあえる機会がもっと多くなること

を期待します。

参加されたみなさん、お疲れさまでした。

ホタルの夕べに参加して

らない理由らしいのですが、

ホントでしょうか。

掴まえたホタルは、最後に全て逃がし

ました。「ホタルは飛んでいる姿が一番だ

ね」といいながら。

紫雲寺地区公民館主催

派川加治川いきもの観察会



加治川ネット２１の活動

2008年6月1日～2008年8月31日

6月

6月 1日 全国一斉水質調査(共催事業)

6月 7日 会津街道てくてく旅（共催事業・1泊2日）

6月 8日 板山「みどりの風」生き物観察会（講師派遣）

6月16日 赤谷小学校３・４年生総合学習（講師派遣）

6月18日 米倉小学校４年生総合学習（講師派遣）

6月20日 米子小学校４年生総合学習（講師派遣）

6月21日 小学校の先生を対象とした自然環境学習会

6月21日 米倉「ホタル観察会」（講師派遣）

7月

7月 2 日 北陸農政局田んぼの学校（竹俣小学校・

川東小学校：事業協力）

7月 5 日 紫雲寺地区公民館事業「生き物観察会」（講

師派遣）

7月11 日 米子小学校４年生総合学習（講師派遣）

7月17 日 竹俣小学校４年生総合学習、荒橋小学校３

年生総合学習（講師派遣）

8月

8月 2 日 ＮＰＯと行政の環境啓発交流会（新潟県主催）

8月 3 日 水辺の大楽校

8月 5 日 荒橋小学校教員豊浦地区巡検（講師派遣）

8月 6 日 新潟大学農学部視察「環境との調和に配慮し

た太斎地区の取り組み」（県農地事務所に随行）

8月 9 日 ファームポンド植生調査＆草刈作業

8月10 日 農地水・向中条地域保全会いきもの観察会

(講師派遣)

会議関係

定例会：6月5日、7月3日、8月7日

「水辺のひろば」「カジカの学君」編集会議：8月25日

その他：

7月 2 日 古太田川環境整備協議会 総会出席

7月 4 日 胎内市・ｲﾊﾞﾗﾄﾐﾖ・水芭蕉の会「環境大臣表彰

祝賀会」 出席

7月14 日 全国ボランティアフェスティバル実行委員会、

エコフェスタ０８新発田実行委員会 出席

7月26 日 市まちづくり支援事業説明会 出席

7月29 日 新発田市景観審議会 出席

8月 4 日 エコフェスタ０８新発田実行委員会 出席

8月 7 日 第１回ＮＰＯ・行政協働ルール検討実務者会

議出席

8月18 日 エコフェスタ０８実行委員会 出席

8月22 日 農地・水・米倉保全協議会 出席

事業への協力をお願いします

５月に実施した「川と酒と歌のつどい」では、まだ試作

中の試作、春バージョンの仮称「まるっと加治川鍋」を

参加の皆さんに食べていただきました。次は更に改良

を重ね、秋バージョンのものを提供したいと考えていま

す。批評はできても料理は苦手という人ばかりが担当

のこの「鍋」づくり。本格的にイベントで販売できるように

なるのはいつのことやら。協力者常時募集中です。事

務局にご連絡ください。

レポート

ＮＰＯと行政の環境啓発交流会に参加して

荒川での自然観察会も

平成２０年８月２日土曜日、関川村村民会館で開催された

「ＮＰＯと行政の環境啓発交流会」に、当会会員も参加しま

した。

交流会は午前９時から始まり、最初は、荒川と支川の大

石川の合流点にある「ふるさとトンボ池」の自然観察会でし

た。まずは、観察の前の事前講義と言うことで、越佐昆虫同

好会の佐藤良次氏から、「この池には珍しいトンボが数多く

生息している」と、映像を利用しての分かりやすい説明があ

りました。「赤とんぼ」と「オニヤンマ」しか知らない小生にとっ

て、大変参考になりました。

現地の「ふるさとトンボ池」ではハグロトンボやハラビロトン

ボを採取することが出来、これも感激でした。（採取後は空

に放しました。）

午後からは交流会。当会の若月理事長が司会を務め、７

団体から事例発表がありました。

ＮＰＯ等からは当会をはじめ「三面川の原生林を守る会」

「セナミスミレを育む会」「大石・山と川を親しむ会」の４団体

から、活動や取り組みなどの紹介がありました。

行政からは新潟県環境対策課保健環境化学研究所、新

発田環境センターから、新潟県の環境基本計画や新潟の

名水、環境学習会等について話がありました。

行政の参加は環境部門からだけでしたが、土木部門や農

林水産部門関係からの事例発表があったらなお良かった

のではと感じました。
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